General linear groups over certain completed quantum tori by 坂口 英之 & Sakaguchi Hideyuki
General linear groups over certain completed
quantum tori
著者 坂口 英之
内容記述 Thesis (Ph. D. in Mathematics)--University of














学 位 の 種 類 博　　士（数　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4224　号
学位授与年月日 平成 9 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第  項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学 位 論 文 題 目 General Linear Groups over Certain Completed Quantum Tori
（ある完備量子トーラス上の一般線形群）
主　査 筑波大学教授 理学博士  森　田　　　純
副　査 筑波大学教授 理学博士  木　村　達　雄
副　査 筑波大学教授 理学博士  宮　本　雅　彦




























は適当なパラメータを動く。特に，a と b はアフィン・基本ルートを動く。
　　（）ca（u，v）ca（uv，t）＝ca（u，vt）ca（v，t）
　　（2）ca（，）＝
　　（3）ca（u，v）＝ca（u
-，v-）
　　（4）ca（u，v）＝ca（u，（－u）v）
　　（5）cab（u，v）＝ca（u，v（ab））＝cb（u（ba），v）
　　（6）cab（uv，t）＝cab（u，t）cab（v，t），cab（u，vt）＝cab（u，v）cab（u，t）
　　（7）d（w）d（x）＝d（wx）ca（w，x）ca0（x，w）＝d（wx）ca（x，w）ca0（w，x）
　また，生成元は ca（u，v）と d（w）で与えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　この方面の先行研究としては，969 年の松本英也氏の論文に遡ることができ，そこでは体（可換体）上
で考えた行列群（半単純代数群）に関して，そのシュアー乗法因子群の決定がなされている。990 年頃ま
でに，その結果は体上の無限次元群（カッツ・ムーディ群）にまで拡張され，また一部の局所環や斜体（非
可換体）上の行列群についても考察が加えられていたが，今回の坂口氏の研究の様に，ある種の（完備量子
トーラスと呼ばれる）非可換環上の行列群で，シュアー乗法因子群を完全に決定したということは世界でも
初の快挙であり，非常に意義深いことである。さらに，この結果は拡大アフィン・リー代数に付随した群構
造の解明にも大いに役立つことが期待され，大変に貴重な研究成果と考えられる。
　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
